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大脳皮質刺戟による胃腸運動に関する実験的研究

（本研究は昭和二十七年度文部省科感研究費による）

/I阪天堂医科大学外科教室（指導問中憲二教授）

小野博秀
〔受付日附昭和28年3月12日〕

THE CORTICAL STIMULATION AND THE GASTRO-

INTESTINAL MOTILITY 

From the Department of Surgery, Juntendo Medical College. 
(Director: Prof. Dr. KENJ! TANAKA) 

by 

HIROHIDE ONO, 

We used cats and rabbits with redin abdominal windows and after exposing 
the brain. the electrical and chemical stimuli were applied. The increase of the 
gastric peristalsis and the contraction were observed by the stimulation of the 
anterior and middle portions of gyrus cinguli. The increase of the peristalsis of 
the small and large bowels were observed by the stimulation of the prefrontal 
r巴gion,sigmoidal gyrus and the anterior and middle portions of gyrus cinguli. 
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第1章緒論

胃腸運動は 「アウエルノごブハ」氏叢による自動運動

以外に自律神経が関与し，英等の中厄が視床下部に存

すると云う事vt.既にー般に認めfられている事実であ
る．併し乍ら，間脳に於ける之等の中継と大必皮質と

の関係に就ては可成りの業績があるにも拘らず，未だ

朗らかでない点が多いのである.1896年， Bochefont-

ain (1）は犬の十字国の電気的刺戟が胃の幽門部の犠動

充進，鐙縮強大を来し，更tと小腸，大腸の嬬動充進を

来す事を指摘した.1936年， Jameswatts (2）は温か

い生理的食糧氷上に猿の腸を露出して前運動領，前部

前頭領の電気的刺銭により約20砂聞の潜伏期の後に小

次

B 大H菌半E求内商及脳庭科銭による消化管運動
c 鍵餓動物による実験

第4章末梢神経切断による実験

A 交感神経切断による実験

B 副交感神経切断による実験

第 5章総括的考祭

章第6章結 論

腸，大腸の著明なる嬬蹴充進を'tEす事を認めた．一方，
Bechterew, Mislawski, Hlasko, Opechowski (3）等は

十字回又は其の近点の電気的刺践により胃幽門の刻時j

又は墾縮の強大を来して一定の結果を得なかったが，

小腸，大腸に於ては常に臨動充進するを認めている．

文， Ott,Field仏）は視床後部の電気的刺裁は静止状

態の腸管の犠動充進を認め，Fulton,Bucy切は上部

中心前蒋のの刺戦により腸管鰭動充進を来す事を報告

している．最近， 1950年，Babkin(6）は犬の関内にコ・

ム球を挿入して閏曲線を描写し，帯回及び限童話回の電

気的刺哉は胃運劃に彰響ちる事，及び大脳外表の刺裁

は間運動に余り影響のない事を発表した．併し乍ら従

来の実験に於ては同内にゴム球を挿入したり，胃腸を
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直接休外に露出して実験を行っているーので其の実験操

作による影科が余りにも大で実験成積を直ちに全国的

に肯定する事は出来ない．一方，麻酌は「ウ レタy_r, 

「グロラローゼ」等を使用せるもの多く，之等による

胃腸管への彩－~も充分に考慮しなければならない．以

上の観点からして余（t_家兎及び指を使用し.0.5%ノポ

カイシ局麻の下に合成樹脂腹窓を装着し，大脳外表の

他に大脳半球内面，脳底部毒事を刺載して刺戦前，刺戦

後の胃及小腸，大腸の運動を比較観察した．伺，刺草走

法は従来の電気的刺裁の他に化学的刺載をも行ってun
警の現象を分析した．

第2章実験方法

(A) 腹窓迭の作り方及び其の結果

動物の腹部に自家考案によ乙合成樹脂窓を固定し，

動物が手術の直接影搾から快復した後tこ腹窓を透して

腸管の運動を観察するのであるが，腹窓としてmi.、る
合成樹脂板は外経は縦が7cm，横がScmで，内経は

各々O.Scm続縮される．厚さは家＇.＇［＇.では0.3～0.-tcm,

猫では0.Scmの符円形のものを使用し，之を数時間1,0

00（－青稀釈の昇衆水中で消毒する．動物を固定台上に仰

臥｛ずにしてしはり，腹部を剃毛し，沃度チンキ念布し，

アルヨール済成により皮屈を消毒すに月軍司＂I＇は家兎で

{t_0.5 ~~ ノボカイシ約IOc.c. ，猫では全麻でエーテルが1

15c.c.の下に皮腐切開し，縦内経に応じて腹膜切開，

皮下組織内面を充分に剥秘した後；こ生fl;!ff';喰 J塩水にて

洗；係した腹窓を腹膜に装着L，腹膜，叡転筋片，胞窓

板貫通手Lを一言者に縫合する．以上の織な縫合を窓の辺

縁全体に亘って施す．辺縁は皮脂に彼はれる．手術終

了後に厚く腹部に縦僧を行L・，約2orc前後の箱内

に飼育する．伺注意すべきは1誌の湯令に於けるエ｛テ

凡全麻は周五液分泌過剰jを来すために時に雪置息死をおこ

す事がらるので予めアトロピンO.Sc.c.を注射しておく

べきである．手術後に動物を緊縛固定しておく必要は

なレ．腹窓が透明に保たれる時期は季節によりても異

なるが3～5週間で，動物は手術後1週間には完全に

手術前と変りない状態に快復するので消化管運動観察

は術後5～7Rt;fよb初める．消化時と彼自主時の間腸

管の区別ft.消化時の易合は乳際管が出現している誌に

より知Pf写る．柄本ヲ二＇I・＇＇＇守家屯！主食後4～：.11.j聞， Wi
t士311寺聞に行った．阪窓装荷後の辺縁であるが罰＇Iiの協

合は家兎と異なり， Jlz-i‘正JlK：弘商よりむ分泌泌が多く，

長時開放置すると縫令糸が分泌物によD壊死をct：し腹

墜より腹窓がはづれる事が時にあるので之には腹窓装

着の際に皮下組織を充分に剥離する事により容易に解

決出来る．要するに版窓法ーの特色としては他の摘記法

と異なり，胃，小腸， 大腸の運動を問一視野の下tこ同

一条件で全体的に観察出来る点，其の操作が簡単で動

物に与える影響が殆んどない点でるる．市して其の反

商，最大の困難は摘記2去をま口何にすべ~かと云う点で

あるが之（l.映画撮影によっておぎなう事が出来るのは

福原，小岩井，問中のすでに報告している所である．

(B) 刺章員実験（電号天的刺車主立F

実験

刺戟実験は電気的刺践と化学的刺戟とを用いたが，

電気的刺戟では白金双極電極を極聞に4・m.m，皮質外

表若しくは刺裁をしようとする所に接着し， Porter型

の感応電涜器を使用し，毎砂20の断続強縮車0験， 電源

6 ポルト，巻軸~:E隊60, 75, 90を各々強，中，弱ιし
た．強縮刺銭の持続期聞は5～IO移でその都度に記載

し，其の強度｛i側聞筋（M.Temporalis）断商に対し

て達城刺戟盗度を測り，それよりや込強い電流を与え

た．この強度は伊藤，石坂等によれば犬猫に於て何れ

ゐ運動系節細胞を充分に刺験され得ると報告されてい

るL，後の実験でも充分の強さである事が分る．強度

になると屡々強直性望号しくは間代性盛替を生じ，消化

管運動t工会〈停止するか又は抑制される．次に化学的

剰裁では皮質性錐休外E毒性物質主して蛋白質代謝に関

係ありと云はれる慶大生用林教授の所謂，グルFミジ

酸ナトリウムす使用し，その刺毅濃度を各々 2.11, he, 

O.SM, 0.2>tとし，注入量は0.02c.c.～0.05c.c.として皮

質下に注入して小丘疹を作った．余り多量注入すると

その刺戟音r；佼決定に閤難を来す故注意すべきである．

グルタミン陰ナトリウムは純水であれば1～2)1の濃度

で最小f置を用いて選釈的に間代性窪鍛を生ずる事は既

に報告されているfirであるが，林及びその掌派の研究

は其の表示を運動現象にのみ限り自律現象には論じて

いないので余はこの波度に運動現象を生じないで自律

現象即ちil'j化管運動に対して有効なる濃度があるので

はないかと予想した．後で示す機にこの点tこ就いては

予想の通りグノLタミン酸ナトリウムの選釈的tこ間代性

窪事をおこす波度よりも遥かに低L、波度により洲崎

運動のみr:.. ~~~勾する司王を発見してい ち． こ の，：i'.JY去に於
て』·i.,i:;: ·~ ＂l'r~JWij戦よりも化学’的刺~J)万が運動現象を避
けて自律現象のみを安全にして有数な刺illと考える．

グノレタミン酸ナトリウムの他にアスパラギン酸ナ H
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ウムを同様な意味で用

いて見た．実験動物は

総てd敏雄を問はず， 2

kg前後の家兎及び3kg

以上の猫を使用した．

実験室観察時の混度は

20°C前後とし，開硯

は0.5%ノポカイシ局

麻の下に行い，出血に

際しては止血錯子，骨

蝋，生理的食塩水にて

浸せる綿球を貼布し，

大崎皮質外表は実験rp

其の乾燥を防止するた

めに加温生理的食組71<

の綿漆をあて乍ら刺銭

を行づtc..かくして刺

殺前，刺戦後の宵嬬動

平均回数，幽門部寧縮

の強弱，其の律動性及

び小腸，大腸の臨動平

均回数，其の強弱，腸管

の緊張を比駿観察し，

剰裁完了後には大脳全

別出を行い，其等の刺

唱え部位を確認した．余

の合成樹脂腹窓は純銀

粋及び硝子

による小岩

井式腹窓と

問機に腸管

費膜等には

何等の刺戟

を及ぼさぬ

事を経験し

た．叉開問

施行に際し，

皮庸，筋肉， 〔猫大脳宇球内而〕

硬~の器械的刺裁は関腸運動の抑制を取 し，骨，大必
の器械的刺戟は胃腸運動には何ら影縛を与えない．大

脳皮質刺犠部位it.前部前頭領，十字回，前中心領より

後部の三部に分け，同様に帯回も前部，中部，後部の

三部に分け， H凶底も前部前回領底部，限寝l到，混馬回

松’E体
？時
山RY.i.t靴
、トE豆電暑p

相主

室
町
同
誌
v

キ

〔猫脳髄（脊側面）〕

泊失壬来

話I幸同時特

寸苦手巴

It. L.a.tt.r.i.li s 

~ Syf vi 1..titt円、，．
ー／”

［家兎脳髄（腹側商）〕

蒋l

（家兎脳髄（脊側面）〕 〔家兎脳髄（縦断而）〕

の三部に分けた．実験例家兎47碩， 1筒25頭でcるが次

に其の代表的実験例を記載する．

榊~ l 

村pj常国
青百吾~）

l附肢体

第3章実験成績

A 大脳外表刺載による消化管運動

第1表家兎合 2.0kg No. 10 

刺戦前；主に小腸，大腸が出現」癒着は殆んどなく

共に運動は軽い鴎動を行ってL・る．
午後時咋 秒

6 40 0：開頭手術開始
7 0 0：開頭手術完了

6 0：右十字回の電気的刺技（RA.=65)

7 6 2：急に腸血管は貧血蒼白になり，小腸は

停止する．窪轡，呼吸の変化はなし．

7 0：小腸は次第にその運動快復し，振子運

動より嬬野Jに変化して来た．小腸の腸

管内の内容物の盛んに通過するのを認
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める．
＃骨

7 8：小腸嬬動運動は急tこ活涯となる．

8 0；右十字国よりやL後方の電気的刺戟，

(R.A.=65) 

30；間代1生産穫を生じ ！］、腸は貧血蒼白と
なるが腸の緊張は変ら－i-.

40：間代性窪療は止まり，賛.Iffiも侠復し，

岨lllt.J運動が残存する．

9 0；小腸は次第に充血し，嬬動が著明に充

進して来た．

9 15：岨鴫運動は止まり，小腸運動ft.強し，

11 0；小腸の腸管内の内容物が盛んに穣動と

共に通過するのを・認める．

11 30：左十字回の後方．電気的刺銭（R.A.=

65) 

間代性主主鰻が起り，小腸の運動は停止

する．

40；窪鰻はすぐに止まり， i!H.噸運動が残存

し，小腸［主振子運動を始める．

13 0：左十字国より0.5cm後方．電気的刺肢

(R.A.=65) 

3；間代性度壊を生じ，ノj、腸運動は停止す

るも，腸管の緊張は変化せず．

15：小腸は快復して振子運動を行い，主主主警

は止み，阻明運動を倫続けている．

30：小腸の儒動運動が開始する．

1-1 0：阻吻運動は止む．

15 0：；左十字回．電気的刺戦（R.A.＝日）

3: I百l代性窪壊をおこし泣声をあげる．小

腸は賛血蒼白となり運動停止する．

15：小腸運動は侠復する．僅かに振子運動

を行う稜度である．

16 0：急に小腸の犠動運動が著明になる．

17 0：小腸は刺戦前の運動状態にかえり，今

までの他の刺戟部位よりも快復がおそ

~ ・. 
18 0 開問皮膚t拘置iを局麻を追加して延長切

閉するも小腸i!~羽i二変化を与えず．

19 0：頭蓋骨を後方』こ日.Scm延長刻除するも

やはり腸管に変化を与えない．

20 0：官｛I阿部の皮膚，筋肉を無麻同＇｛下に切開

すると腸管は賛』'.JG空白となる．

22 0：布前中心領より後部.fl'i気的刺戦（R.

A.=65) 
午後時 ’L 

0：急に小腸嬬動は停止する．建穣，賛血22 

ftなし．

30；小腸運動はすぐに刺裁前の状態に核復

L T乙．

24 0：右大悩半珠易lj除．

0：急に間代性窪態を生じ，小腸運動は完

全に止ま り，腸管は賛血蒼白となる．

30・！］、腸，盲腸運動は共に完全に止まり，

腸管の賛血蒼白は益々強度となる．

26 15.小腸，自腸運動は静止したま hである

が腸管の蒼白は快復する．

28 30・小腸は初めて振子運動，軽い嬬動をす

る．

30 0；：再び小腸盲腸運動は静止状穣となっ

す乙．

37 0；腸管の緊張が少し充進する．

38 0：再び小腸は振子運動，軽い厩動をする．

40 0：腸管の緊張は低下し，Haustraft動く．

44 0・小腸， 盲腸は軽L、集動を行う．

第2表家電♀ l.Skg l'<o. 13 

刺設前；腹：守、内中央部に二条の小腸とその上下に肩

腸，結腸を見る．小腸は軽い馬動を行う．捺

策，浸出液はなし．
午陸時 骨 f~ :r 4 0・開問手術開始．
15 0：関頭手術完了．

18 3：；左十字回の電気的刺戦（R.A.=75)

4：直後まり急に小腸， 盲腸に著明なる嬬

動充進を認む.Haustra運動強L.窪

務，血管収縮，呼吸変化な L.

20：小腸，盲腸の曝動運動は益々 強い．

19 0：小腸， 盲腸の儒動運Eめは依然として強

〈続く．

23 0；右十字国の電気的刺戟，（R.A.=75)

25：小腸盲腸は著明なる嬬動運動を開始す

る．窪害罪，呼!1&変化なし．

27 0：小腸ft猿子運動をなす．

28 0.右前部前頭領の電気的刺毅（R.A.=75) 

0・直後に小腸，自腸に著明なる嬬動充進

を認め，疫機，腸管蒼内を認めなレ，

29 ：~o ・依：＂.~~として小腸の嬬動運動強 L.

40・左前部首i)iiJ:l領の電気的刺戟 R.A.=75) 

40・直後より急に小腸，盲腸の嬬動It充進
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する．．痘僚，血管収縮なし． る．
午後句 ＃ 

手0、：左前中心領の電気刺犠（R.A.=75) 午後時 4骨5 恥

31 55：小腸に軽い伝子運動を認める．

0：犠動充進も抑制もなし． 47 0：小腸，盲腸は殆んど運動を認めない．

10：窪轡なく，，小腸ft.振子運動をなす． 55 0；右前中心領の電気的刺戟（R.A.=65)

20：主として小腸は振子運動をする． 0：強直性庭電袈を初める． 小腸，育腸運動

32 0：右前中心領の電気的束。戦（R.A.=75) ft.静止のま与に~る．

0：小腸運動には全く影響なし．抑制もさ 5：間代性痩翠‘主なる．

れない．窪療，血管収縮なし． 35；窪轡は止，まるも腸管運動は静止のま

30；主として小腸は振子運動をなす． 込．

34 0；依然正して小腸は銀子運動を行い，殆 55；小腸は軽い分節運動をなす．

んど影縛を認めない． 5 。 0：小腸，盲腸運動は全くおこらなし．

35 0：左十字回の電気的刺験（R.A.=65) 3 0.右十字国， hrグルタ ミン酸ナト日 ウム

0; l!li唄運動を初め，小腸，盲腸共に抑制 O.Olc.c.注入．

されたが窪僚は認めなし． 0；腸管運動は静止のま λで血管に変化な

55：小腸は振子運動を初める． し．窪轡は起らない．

36 0：小腸の嬬動運裁なし． 10；小腸は軽い篤動運動を初める．

37 0：右十字国の電気的刺戦（R.A.=65) 40：小腸は強い普言動を初I):.,Ha us traも著

5：通電時間即ち5:['1J,聞は強直性度祭を起 明に動き初めた．

し，離電後は間代性主主療を初める． 腸 20 0；育腸は軽い篤動を示す．

管は全く停止し，時に弱い振子運動を 25 0 ＇. 左十字国， 2~1グルタミン酸ナトリウム

見る． 0.05c.c.注入．

38 10：間代性産量曹は止り血管拡大し充血して 0：急に呼吸促迫し，間代性産量轄を初め，

小腸，盲腸は騒い犠動を初める． 総ての腸管は賛1li1蒼白となり泣声を出

39 0：右前部前頭領の電気的刺戟（R.A.=60) す．

0 : Pl!.喝運動を初め，左前，後肢~pち反対 26 30：間代性庖鍛は止まる．岨慌運動は残存

側の間代性J笠燈を起す． し，腸管運動は停止するも僅かに充血

30：間代性産懸は止るも阻慢、運動は残存す する．

る．腸管は初めから停止している． 27 0；全く腸管運動は停止したま入

40 0・＇.依然として小腸，盲腸は臨動を来さず． 28 0；阻鳴運動は止る．

Haustraに軽度の運動をFまるのみ． 30 0・鼻翼呼If&.をするィ

42 O・：；左前部前開領の電気的刺戦（R.A"= 60) 35 0：ょうやく小腸t主張子，分節運動を初め

0：強直性窪塁轄を初め，小腸運動｛l.停止す るに至った．

る． 事告3表家兎 合 1.5kg No. 17 

5：間代性廃穆主なり，小腸，盲腸運動は 刺戦前：胃幽門部，小腸，盲腸，結腸に共に嬬動運動

全く停止し，血管収縮，腸管は蒼自主 を認める．癒着なし．

なる． (1) 右前部前頭領の電気的刺銭（R.A.=75)

44 0：腸管は軽く振子，分節運動をなす． 直‘後 ；阻！？霞運動をおこし首を反対側に曲げて間

45 5.左前中心領の電気的刺戦（R.A.=60) 代性窪轡「を起す．

0：強直性痘穆を初め腸管運動は停止す 1 o.胃，盲腸は急に著明なる臨動運動を初める．
る． 3 0：胃嬬動は全くなし小腸，盲腸は依然主し

5：間代性窪祭となり，同時にI呪I甥運動を て著明なる嬬動充進をつにける．Haustra 

初める・ もFiく巡lf!1Jを示す．

30：建懸も止まり，同時に阻H関連動も止ま 5 。；宵，小腸， 盲腸は軽い嬬勤を示L，刺戦前
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の運動となる．

(2）左前部前開領の電気的刺戟（R.A.;=75) 

み 2~ ：胃，小腸，盲腸共に軽い臨動運動をつにけ
る．血管の貧血，蒼白はなし．

1 30：刺銭前胃寵動it.1分間平均回数3.5回なるも

次第に強度となり回数も5固となる．小腸

犠動回数は13回で明らかに著明なる充進を

認める．盲腸嬬動も収縮強し．

2 40：胃嬬動は4回，小腸，盲腸嬢動は強い．

4 20：胃嬬動は4回，小腸嬬動回数は12回． ’

7 0：胃嬬動は3回.1J、腸，胃腸運動も弱くなる．

8 50：胃嬬動の回数は3回なるも軍縮は強し．

12 0：胃，小腸，盲腸運動は共に軽い嬬l助運動を

行っている．

(3) 右十字回の電気的3制裁（R.A.=75)

直後；閏，小腸運動は殆んど停止する．呼吸は大

きく促進される．

l 0：胃，小腸運動It.術静止状：殺のま L

1 45.習に騒い犠動あり．腸管運動は静止する．

2 30 ：胃に軽い嬬窓）j~り．今まで静止の小腸，菌

腸＇~急に強L、鹿動を初め乙．

3 45・胃臨動は刺験前の状態となる．

5 0：謂嬬動1分間平均回数は5回，小腸，盲腸

は依然として偉い既動を続ける．

付）左十字回の電気的刺磁.(R.A. =75) 

直後；胃に軽い犠動らり.1J、腸，盲腸運動は静止

する，獲療，呼吸変化なし．

1；甫腸は恐い臨動初める．

] 0.胃嬬動制宿は強し．小腸は急に嬬動活澄と

なり，丙腸も強い篠動を続ける．

3 o.習嬬動平均回数3回，余り活滋でないが，
小腸は依然として強い嬬勤を続ける．

5 0：悶，小腸，盲腸は縫い嬬動となる．

(5）右前中心領の包気的刺滋（R.A.=60) 

I直後：閏嬬動窪寧ft_全くなく斎向となる．

1 0；菌腸は時々軽い騒動をおこす．

3 30：悶，小腸，甫腸は時々軽い総動をおとすが

殆んど刺桜前の運動と変Eえず．

5 0 : ~1，小腸運動は静止する．

(G）左前中心領. 111グルタミ y目安ナトリウムO.OSc.c.

注入．

11¥ 後 ・＼'J o:i拶縮はなぐ庁(Iとな乙．小腸巡動も静

止のま h 佳敏，呼吸変化なし．

介秒

'i 0：盲腸の篤勧告主くなる．
3 0.悶，臨動初めておこるが余り刺戦前と変り

なし．盲腸のみ賂動強し．

5 0・胃，小腸，胃腸，結腸運動ft伺れも刺唱え前

の状態にかえった．

第4表家兎合 2.lkg No. 26 

刺戦前：臨動は不活滋で，小腸は軽い察動を行ってい

る. 1分間平均犠動回数は2回，小腸ltlO凪

(1）右十字国の電気的刺戟（R.A.=75)

l直 後：胃嬬動に変化なし．小腸は急に嬬動充進す

る．主主轡，呼II&.変化なし．

1 0；宵嬬動ft軽度で3回．小腸は依然として儒

動強し．宵腸ft強い嬬動，ために視野内に

大きく形を現はして♂:fJ，こ．

3 0：国蟻動回数は2回，小腸は嬬動強くて平均

嬬動回数は13回．

5 0.関連動は殆んど静止のま hで最初より刺験

前と余り~らない．小腸は主として振子運

動に転じて来た．

(2）右前部前頭領D電気的刺戯（R.A.=75) 

直後：胃嬬動ft静止のま h 小腸，甫腸は急に著

明なる嬬動を初める．窪寧なし．

1 0.胃に軽い嬬動あり．小腸，盲腸は益々強い

嬬動をつrける．

3 0：問馬動回数は2回で余り変化を認めない．

5 0.閏嬬動回数は2回，小腸嬬動回数10回なる

も薦腸犠動ft強し．

(3) 右前中心領より後部U屯気的束0戦（R人＝75)

直後；胃，小腸，胃腸蟻動は殆んど変化なL.小

腸の腸壁血管の脅1illのため蒼白となる．呼

吸促迫となり， 岨惰運動あり．

' 3 30；胃，小腸は軽い犠動を行うも前とa'J:りなL・

7 0；胃，小腸． 筒腸運動は共に最初より変りな

く，嬬動回数も胃院勤2回，小腸10図で刺

戦前と同様叉は軽度抑制状憶となる．

(4）右十字国， Oふ1・グルタミシ酸ナトリウムO.OSc.c

注入．

直後 ・ 問嬬動はそのま〉で，小腸は急tこ強dE~
を初める．短観，腸管蒼白なし．

20：閏嬬動はおこらず，小腸運動ft益々 強L.

:1 0：胃腐動は2回で療縮の強さは変らない．

小腸時：＼！!WJはl1聞で依然として強し

甫腸臨動も著明に1C進して‘れた．



大脳皮質刺換による胃腸運動に関する実験的研究 257 

i も：胃臨動2回，小腸嬬動回数は8～10回．
7 0：胃，小腸嬬動は刺銭前と変らない．

(5）右前部前頭領， O.Sirグルタミシ酸ナトリウム0.05

c.c.注入．

直後：胃嬬動には変化なし．小腸，盲腸は強い嬬

動を初めて来Tι．主主惑なし．

3 0：胃嬬動平均回数ft.2回．小腸，胃腸は最初〉

ら潜伏期を認めないで強い嬬動を絞りーる．

5 0；胃鳴動平均回数2固で最初より影響なし．

小腸，盲腸は軽い嬬動をする．

(6）右前中心領より後部， -0.5:11グルタミシ酸ナトリウ

ム0.05c.c.注入．

直後：胃，小腸盲腸運動は殆んど静止状態のま L

淫事緊，腸管の蒼白はなし．

1 0：胃に軽い臨勤あり．小腸は振子運動で8回，

盲腸は蟻動なし．

5 0：最初より胃平均嬬動回数2回で胃容縮は弱

まる．小腸平均犠動回数8回で共に全く変

化なし．盲腸寵動は最初より殆んどなく軽

い嬬郵を行う．

第5表猫合 3.0kg No. 3 

刺銭前：腹窓内視野の最上部に僅かに肝臓が現出し，

胃は幽門を中心として全体が明殴に出て，下

半分に大部分小腸が現はれ，分節，時暴動運動

を行い，癒着，浸出液はなし．宵1分間平均

厩動回数5回，小腸は16回．

(1）左十字国（Precruciatus）の電気的刺戟（R.A.= 

75) 

直後：首臨動には全く変化なく．小腸は一時，運

動止り，腸管~t.蒼白となる．主主筆なし．

25：騒い胃嬬動おこり，小腸に強い嬬動初まる．

2 0：胃鰐動は5回，高緊縮の強きは変らない．小

腸事動回数は17回で益々 強し．

3 30；胃嬬動は5回，内容物のらる音flの小臓は限

局的に特に強い犠119Jを続ける．

7 0・閏儒動平均回数は最初より 5回で燥さも告を

りなし．小腸運動は17回で刺塁走前運動にか

えって来た．

(2）左十字回（Postcruciatus）の電気的刺戟（R.A.= 

75) 

直後；関，小路，大腸運動はそのま Lで変らない．

1 0：問嬬動は5回，小腸It.今まで静止1士る腸管

ヵ：1191き初め，今まで119Jいていた腸管運動は

その税度を益々強くした．小腸嬬動は1分

間16回．
介秒

5 0：最初より胃鰐動平均回数は5回で刺験前と

変らない．小腸犠動は17回．

(3）左前部前頭領の電気的刺戦 （RA.=75)

直後：胃臨動，小腸分節運動は急に強くなる．

1 0：胃嬬動は5回，小腸運動は18回．

3 0：胃蟻動は5回なるも初めより務縮は弱い．

小腸分節運動は18固で都備は強い．

10 o: I君臨動平均回数は5回で刺戟前の強さと変一
らない．小腸嬬動平均回数は18回．

(4）左十字国後方の電気ι 的刺銭（R.A.=75)

4,Q：胃螺動は静止するも，小腸嬬動は強［，.

1 30・宵，小腸運動共に一時的に強くなるも， 30

移聞と続かない．

2 0；胃犠動6回，小腸分節運動は14回で前と余

り変りない．別tこ抑制状態にもならない．

5 0：胃，小腸運動は弱くなる．小腸は嬬動よ り

分節運動となり刺戦前と変らなl・. 

(5）左「字回（Prξcruciatus)0ふ1グルタミ ン酸ナト

りウム 0.05c.c.注入．

直後：胃，小腸運動は変らない．

5 0；胃嬬動平均回数5回で刺戦前の強さと変ら

ないが，小腸犠動平均回数16回で格動は明

らかに強し．

(6）右前部前頭領， 0.5:11グルタ ミY駿ナトリウム 0.05

c.c.注入．

直後：胃，小腸運動は変らなし．両側上下肢に間

代性摩郡ありて号泣する．呼吸変らず．

2 0；閏嬬動は5回，小腸嬬動は17回で強くなる．

5 0：胃に軽い嬬動あり，平均回数5回．小腸は

主として分節運動で16回．

(7）右卜字回 （Postcruciatus)0.5Mグ凡タミシ酸十 ト

リウム0.05c心注入．

直後：号泣して小腸腸管は貧血蒼白色なる．胃，

小腸嬬動は静止する．窪療なし．

1 30：胃に軽い嬬動車：，'I).小腸は腸管内に内容物

のちる部は限局的に強い鴎動あり．

5 0：胃に軽い嬬動あり，小腸鶴間J平均回数17回．

小括；

となる笑！除例で示すi憶に家目E，型自主刷、二多少の長：はあ

るが，電'xUドj，化学的刺験共に大ii凶皮質外表は何れの

部｛的こ於ても胃運動には余り影響を与えない．併し乍
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ら前古事前頭領，特に十字回の刺戦では小腸，犬陽書量動

充i庄をf・，’i－.前中心領土り後部でf'J:.影切なきか叉！t.逆

に抑制される事がある．間代性感療をおこす局合には

それが短時間即ち30砂以内で消失する時は約2分間D

潜伏期後に屡々運動を開始する事が多いが，それが長

時間即ち1分以上継続する時は消化管運動は殆んど抑

制され快復は望めない．一般に強直性叉は間代性廃僚

を生ずる場合は消化管運動に対して満足すべき結果f"i

得られないのが通例である．刺戟ft.Porter型コイルで

．巻判距離7S.0ふI グ1~ タミシ酸ナトリウムヵ：最適なる

も化学的刺載の方がより効果的であ1.,.刺草主部位，期j

Eえ度， J笠m，消化管運動は互いに符i接なる関係を有す
るものである．

B 大脳半球内面及脳底部刺銭！こよる消化管運動

雪作6表家事，合 l.3kg 0: o. 22 

刺験再lij；腹窓内の大部分を胃，盲腸ヵ：示めてその中央

部に一条の小腸が出現してい乙．浸出液， iと

驚はなく，小腸は軽い篤動，大腸に（t振子運

動ヵ：認められ1.,.

(1）左衛回の前部．電気的刺鉄（R.A.=80)

直 後．胃嬬動はそのま ：..g(らない．小腸は急に強

い嬬動を初めた．淫轡，呼奴変化なし．
介恥

l 0：胃隣門音i；穆縮は強くなる．小腸の蟻動も強

くなる．

2 0：習嬬動回数｛ま4回で初めより非常に餅慣が

強くなり，小腸運動も依然として強し．盲

腸格動回数は3図で強し．

3 30；間に軽い嬬動あり．小腸t主張子遂裁を行う．

盲腸鳴動回数は1回で弱くなる．

5 0: 1] 

（勾左僧回の中音~. ＇！窓号丈的刺草 主（R.A.=80) 

直後：小腸には急に著明なる嬬!WJ充進おこる． 閏，

盲腸嬬動は静止する．

1 0：胃嬬動初まる． 小腸は特に著明なる感動を

十、し， 同時に盲腸も厩動主主し．

2 0：小腸嬬動B回，肩腸螺動2回．

3 0：小腸儒動は依然と して強く，盲腸略動は2

回．

6 0・宵， 1］、腸， 盲腸運動は殆んど静止ーする．

(3）左衛回の後部，電気的刺戦（R.A.=80) 

直後：同， 1J、腸運動は停止し，軽い間代性歪療が

おこる．路管は蒼白となる．

2 0: f/,j，間代性座祭は続づ〈．

舟正L
4 0：窪司警は止り，1J、腸は初めて軽い振子運動を

示 し，腸管の血管も充血を来十．胃， 盲腸

運動fi殆んど静止．状態のま込．

10 0：胃嬬毘IJは軽い続縮をなし初めて運動を行

う.I]、，鳴は主として振子運動をする．

(4）左帝国の前部， 0.3'1グnFミY酸ナトリウム0.05

c.c.注入．

直後；小腸ft.急に犠動を初める．呼吸は少し促進

し，心音も数多く早くなる．

1 0；胃，小腸儒動（j:益々強くなる．直腸犠動It

2回で強し．

2 0：胃嬬動，小渇嬬動は依然、として強L.

3 20；小腸運動は一時的に静止する．盲腸院動1

分間回数3回．

5 0；：再び小腸，盲腸は強い鳴動をおこす．

10 0. 7分後よりは胃，小腸は軽い嬬動を来L.

刺験再f献 僻こもどる．

(5）左帯回の中音1;0.3~1 グルタ ミ Y畿ナトリウム 0.03c.

c.注入．

直後；小腸は急に曝動充進する．盲腸嬬動も同時

に強くなる．呼吸は少し還し 心音頻数な

るも，窪務，腸管蒼白なし．

1 0；胃，小腸，胃腸共に臨動主主し．英の馬動運

動V1蛍さは前昔日刺戦時土りも強し．

2 0：胃，小腸運動は依然として強L.

~ 0；小腸，盲腸犠勤ft.静止．する．

7 0：小腸は主として振子運動をする．

(6) 左手持団の後部，0.3）！ グn!il.<Y酸ナト Pウム0.03

c.c.注入．

直後：交代性窪療強〈，胃，小腸運動は完全に停

止する．

7 30；ょうやく胃， 小腸運動は刺銭前にかえる．

第 7表家兎 合 1.Skg'No. 17. 

束。銭高j：腎幽門部，小腸， 宵腸，結腸は総て軽レ運動

を行う．癒殻， i.；！：出液なし，胃嬬ih平均回数

3回，小腸は10回．

(1）左帯回の前部．電気的刺験 （R.A.=80) 

直後；闘に軽い嬬動ちり．小腸，盲腸運動は停止

する．

3i)：関脇動なし小腸耳石動もなし．

1 o.間嬬動は3回，小腸には極度に強い感動あ
．り．

1 30；肖，盲腸運動は一時静止する．
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~ 3：再び宵，小腸，胃腸共に臨動充進する．
5 o: I君臨動は静止．するも，小腸，育腸嬬動ft.共
に強し．

(2）左衛回の中部，電気的刺戟（R.A.=80) 

直後．胃既動強し．小腸は篠動なし．

40：習幽門部の重野備は強し．小腸，胃腸遼!l!IJft

何静止状態のj:'~ . 

1 20；腎嬬動拠縮極度に強く， 1分間5回， 小腸

運動も強くなって来た．

2 20；胃臨動は依然として強し．小腸運動止る．

4 0：胃動嬬は筒続く．小腸犠動再び強くなる．

(3）左帝国の後部．電気的刺戟（R.A.=80)

直後：胃，小腸，盲腸運動は総て停止する．腸管

は蒼白となり，間代性経療を生ずる．

2 0：痘轡は止るも，胃，腸管運動は停止のま ＂・

4 4.S：宵腸には軽い騒動あるも，胃，小腸嬬動は

最初よち殆んどおこらない．

(4）左衛回の前部， 0.5Mグルタ ミン酸ナトリウ ム0.05

C心注入．

直後： 胃，小腸， 信腸共に急に嬬BtlJ穴；進らり－~
務，呼吸変化なし．

1 0；胃臨動回数5固なるも童緊縮は明らかに強

し．小腸，盲腸も共に強い嬬動を続ける．

3 0：小腸運動は備強し．

7 0；胃嬬動5回，程度は弱い．小腸t主主として

振子運動をする．

(5）左帯回の中部， 0.5Mグルタ州シ酸ナ トリウム0.05

C・c.注入．

直後；胃，小腸嬬動；i怠し．

1 0・胃臨動fi:;5回， 小腸，盲腸運動は電気的刺

絞よりもその程度が強し．

4 0：胃篠動は4回，小腸，盲腸運動は依然と し

て後し．小腸感動回数12回．

(6）左得回の後部， Oふ【 グルタ ミシ酸ナ トリ ウム0.05

c.c.注入．

直後；胃，小腸運動に変化なし．主霊祭もなし．

10；習，小腸運動は静止する温PK運動おこる．

3 0；胃，小腸共に軽い運動c1J. 

10 0；胃，小腸運動fi:刺戦前の状態となる．

(7）左大弧半球刻出除去， （易IJ出重量3.0gr)

直後：眼球突出し，間代性症療を起す．胃， 網膜，

盲腸， d、賜運動ft蒼白となり完全に停止す

る．

舟 fP
1 0：呼吸は深く大きくなる．

1 30；胃，盲腸運動は停止のま人

2 30：依然として胃， 腸管運動は停止のま L

4 30：閏は軽じ、嬬動を初めたが胃壁は蒼白．

7 0；関嬬動は4回，盲腸は軽い嬉動らのて脱糞

を見る．

(8) 右衛回の前部，電気的剰戦（R.A.=75)

直後・ 関連載は程度で蒼白となる．

1 30：胃嬬動軽度元進あり，Haustraは盛んに動

〈．脱糞する．

3 0：胃臨動平均回数は5回で強い厩動を示す．

(9）右衛回の中部．電気的刺戟（R.A.=75)

直 ，後 ．胃に軽い犠動あり．胃腸血管は収縮する．

40.胃， 盲腸嬬動は強くなる．

I 30：胃，小腸運動は静止する．

2 0：盲腸運動も静止する．

3 0：胃，腸管は蒼白となる．

帥右衛回の後部，電気的刺戦 （R.A.=75)

直後． 関，宵腸運動は停止し，間代性窪轡をおこ

す．

30；胃に騒い嬬動あり． 痘轡は止．る．

1 0；胃に軽い嬬動車，lJ.小腸運動は停止する．

1 30：胃，盲腸運動は完全に停止する．

3 0：同上．

(11）右大脳半球易lj除．（易lj出出量2.0gr)

直後：胃，盲腸運動は完全に停止する．間代性窪

態をおこす．

1 0：胃，腸管の蒼白は一層強し．胃，小腸， 盲

腸運動は停止のま 」 窪壌は止まる．

10 0；依然として胃，小腸運動は静止のま）.. 

15 0；呼援はおそくなる．対光反射亙常．

20 0：胃，腸管運動は依然として止．ったまhで呼

吸と共に僅かに動く程度で怠る．

25 0：再び間代性慶喜轄を初める．

35 0・家兎衰弱のため空気静注により死亡せしめ

k. 

きち8表猫 合 3.0kg No. 11 

刺戟前 ； 腹窓内の上半に胃雌I'~部を中心として全体が

現fi:h，下半には小腸が大部分現はれ軽い分

節，嬬動を行う．浸出液，援着riなL.
(1）左衛回の前部，電気的刺銭 （R.A.=80)

直 後 ；宵，小腸嬬動はそのま 人

I 0：小腸は急に腸管全体が活援に初めた．
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2北：胃嬬動1分間回数ft.6固で強し．小腸嬬動
回数は17回．

1. 0：閏嬬動ft.6回，小腸分節運動は14回．

IO 0：胃，小腸運動は少し減弱しに

(2）左帯回の前部， 0.5>tグルタミシ酸ナトリウム 0.03

c.c.注入．

直 後・閏， d、腸ft.著明に時事裁を初める．

l 0.胃騒動6回，附門部媛縮は強くなる．小腸

犠動も益々強くなる．

1 0.閏犠動は5回で依然として強し．小腸は分

節運動となる．

5 0：小腸は見える総てが一様に活滋に動く．

(3）左帯回の中部， 0.5Ylグルタミシ酸ナトリウム0.05

c.c.注入．

直後；胃，小腸運動ft.殆んど影斜iなし．

l 0：急に胃，小腸嬬動は全面的に活援となる．

5 0：胃鴎動平均回数は5回，小腸嬬動平均回数

は16回で強し．

IO・0；胃騒動は4回で弱くなる．小腸蟻動も回数

は16回なるもその程度は明らかに弱い．

(4) 右手持団の前部，OふIグルタ ミン酸十 トりウム0.03

c.c.注入．

直後；胃，小腸運動はそのま λで変らない．

1 0・胃，小腸は共に著明なる厩動を初める．

3 0：胃嬬動6i＂し小腸分節運動18回．

10 0：胃嬬動511リ，；J、腸分節運動は16回．

第9表家兎合 2.lkg No. 24 

刺銭前：胃，小腸，盲腸，結腸は総て現はれ，浸出液，

f震驚ft.全くなし．胃瞬動平均回数3回，小腸

は11回．

(l) 左前部前頭領底部， 0.5>rグルタミ y酸十トリウム

0.05c.c.注入．

直後：胃，腸管運動は共に後らなレ． 窪僚なし．

1 30.胃，小腸は軽い嬬動を初める．小腸の血管

は少し収納して賛.IJ'rr.とな乙．

2 0・胃，小腸共に軽い蝶動を行うのみ．

2 30・毘小腸運動は静止となlJ.軽い甫腸運動

を認める．

"・ 0：小腸は主として振子運動を示す．

(2）左眼積回，電気的刺戟 （R.A.=75}

直後：胃腸管運動は共に変らなし．痘寧な L.

2 0：間嶋l!lJJ回数4回，小腸は主として娠子運動

を行い， Haustraft.良く動く．

介秒

3 30：胃，小腸は軽い臨動をするも刺験前と殆ん

ど変らない．

5 0：胃嬬動回数3回，小腸10固で主として様子

運動をする．

(3）海馬回， 0.5Mグルタミ Y酸ナトリウム ci.05c.c.注

入．

直後・胃，小腸嬬動は強し．窪綾なし．

3 0・胃嬬動平均回数4回，g縮も明らかに強L,
小腸蟻動回数13回で著明なる充進をする．

5 0：胃臨動平均回数1回，小腸犠動は依然とし

て強し．

8 0.胃嬬動平均回数4回，小腸曝勤平均回数11

回．

10 0・胃嬬動平均回数3回，前よりも弱〈なる．

小腸t主主として．振子運動をする．

l 50・胃に軽い臨動を認めるも，小腸運動作静止

する．

小結；

帯回の前部，特に中部に於ては胃，陽共に鰐動運動

f~充進するが，帯回の後部では影響なきか或いは屡々

間代性産量~をともなって抑制される．大脳外表刺銭の

場合と異なり，刺戟後運動開始までの時聞は皇室。斗こ短

かく30f:!!,前後である．叉，刺戦度も大脳外表の場合よ

りも少し弱L、のが最適で電気的刺戟ではPorter型コイ

Fし巻納距離8.0，化掌的刺戟では0.3>rグルタミν酸ナト

リウムヵ：有効である．何，痩穆と消化管運動との関係

は大必外表の易合と略々同様である．次に胸底部刺載

では海馬回のみ胃腸嬬動運動は共に充進するが，英他

の部位は殆んど影響はない．

c 飢餓動物による実験
第10表猫合 2.7kg No. 15 

刺戟前 ：：食後7時間，間に軽い嬬動あり． 小腸紫践に

軽い充鹿島り．主として分節運動をなし時に

軽い臨動を起す．胃嬬動平均回数5回，小腸

回数15回．

(1) 左十字回 （Precruciatus）電気的剰戦（R.A.=75)

直後：胃， 小腸運動はそのま込で変らない．

呼吸は少し促進す乙．

~ 3：胃嬬動5回で畿縮の強さは同じ程度なる
も，小腸嬬動ft.15回で収縮は強くなる．

3 0：胃嬬動5回で変化なし．小腸嬬動は16回で

消化時の場合より強し．

s 30: l尊属動1回，小腸t主主として分節運動をな
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す．

7 0：胃，小腸運動は刺銭面可状態と変らない．

(2) 左手持回の前部，電気的刺核（R.A.=75)

直後：胃，小腸運動はそのま込で変らない．呼疲．

は少し促進する．
分科

1 0・胃に軽い嬬動ちり．内容物のある部分の小

腸f't急に穣動を初める．

1 30：胃蝶動5回，霊緊縮も強し．小腸は内容物の

あるなしに拘らず旺盛なる嬬動を続ける．

小腸1分間嬬動回数17回．

2 0 ：見幽門音r~縮は明らかに強し．腹窓より

見える総ての小腸は強い嬬動を続ける．

5 0；閏，小腸嬬動は制強し．

7 0：胃嬬動は5回，鏡縮ft.弱くなる．小腸嬬動
15固で弱い．

(3）右帯回の中部， 0.5~1 グルタミジ酸ナトリウム 0.05

c.c.注入．

直後；宵， I］、腸運動には変りなし.l乎唆は浅く漣

くな＝る．眠動なし．

3 0；胃嬬動平均回数5固で犠続は強し．小腸鴎

動平均回数16回で総ての腸管運動は強し．

5 0；胃，小腸運動は刺戦前状態にかえり，軽い

務勤を行う．

第11表描合 3.0kg No. 23 

剃戦前；飢餓時で食後7時間を経てをP，腸管内に内

容物は余りなし．間，小腸，大腸総て見え，

軽い篤動を行う．

螺動平均回数・閏5回，小腸12回．

(1) 右十字国（Postcruc ia tus）電気的刺戦（R.A.=75) 

直後；胃，小腸運動は変らない窪綾なし．

2 0；胃螺動5回，小腸運動は一時静止する．

5 0；胃鳴動5回で星空織も軽度．小腸曙動13固で

前より強くなる．

(2）右十字国（Precruciatus）電気的刺戯（R.A.=75) 

直後；胃，小腸運動はそのま込で変らない．

30；胃嬬動n：強くなり，小腸は軽い嬬動あり．
1 0；閏嬬動4回，小腸鳴動10回．

2 0；胃，小腸運動f't強い部と弱L、部とあり．帯

回刺銭の様に腸管全体に嬬勧は起らず．

3 0：胃犠動5回で穆縮は弱い．空虚な腸管は全

図的に嬬動を初める．大腸も強い嬬動のた

めに腹窓中央部に犬きく出る．

5 30.胃鰐動5回，小腸は主として分節運動をす

る．

(3）右衛回の前部，電気的刺載（R.A:=80)

直後．胃，小腸遠野Jは変らない呼吸変イむなし．
分秒

1 30：胃嬬動5回で績縮強し．小腸鳴動16回で腹

容内会問に強くなる．

3 0；胃犠動5回，小腸篤動17回で特に強い篤動

が連続的におこる．

4 30：宵嬬動5回で弱くなる．小腸嬢動15回．

7 30：胃に軽い嬬動あり．小腸は分節をする．

(4）右衛回の中部，電気的刺戟（R.A.=80) 

直後・ 肖及小腸運動はそのま’Lで変らない．

1 10: I耳鳴動は急に強くなる．小腸犠動も同時に

強くなる．

3 0：閏嬬動平均回数5回で感縮f't強し．小腸螺

動平均回数16固で前部刺裁時より強し．

5 0：胃嬬動は軽くなる．小腸嬬動15回．

(5）右十字回（Precruciatus)0.5Mグルタミン酸ナト

リウム0.05cc.注入．

1 30：胃嬬動は弱い．小腸は急に著明なる蟻動充

進主＇：＞ !J .控鍛，呼ll&変化なし．

3 0：胃嬬動5回，鐙縮も強し．小腸嬬動16固で

強し．併し帯図利験時よりは弱い．

5 10：宵に軽い嬬動5回，小腸は分節運動をする．

7 0；宵，小腸共に軽を嬬動を認める．

(6）左帯回の首rlj部， Oふfグルタミ ン酸十トリウム0.05

c.c.注入．

30；胃篠動強くなる．小腸嬬動も同時に強くな

る．腸管蒼尚，窪欝，呼駿変化なし．

1 0：宵嬬動6回で聖書縮も強し．小腸嬬動16固で

益々強くなる．大腸犠動尤進の為か下腹部

会体の腸管の活滋に動くのを見る．

3 o: I雪臨動6回，小腸時五動16回で共に依然とし
て強く続く．

5 0：胃幽門部穆縮ft弱い， 1］、腸運動は一時静止

6 する．

7 20；胃嬬動5固なるも務縮は弱い.1J、腸は軽い

嬬動を行う．

10 0・胃，小腸運動は殆んど静止となる．

小括：

家兎に於ては他動物と異なり自己の糞をも食べる為

に絶対に胃腸の空腹なる時期の運動と断定する事は出

来ない．比較的空虚なる時期に食餌を与えると俄然，

消化管運動は充進して来る．消化時，創期時共に振子
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運動を三位とするもので犬，猫の様に分節運動を主‘とす

るものではない． 一方，猫に於ては消化時の消化管は

一般に充血し，緊援も上昇し，静.rF.苦f殺はなく，外来
刺戯又は腫振によりて影響~をうけないのに対し， M餓
時の消化管は休止部位と活動部iすとが不規則に相互が

随所に混在L，活動部位に於ても運動は微弱で賛血，

縮小し，浅い運動をなし，緊張も下り，Chylusも現は

れなし，外来刺戟例えばま互痛，憤怒によって急に静止し

たり，食i宵を喋がしたり，食ぺさすと急に著明なる鴎

動完遂を来し態1民によりて一層微力となる．か λる

官後餓時に大泌刺裁を行うと嬬動は強くて速くなり，全

部のノJ、腸管は緊張も充まり，消化時運動と殆んど変ら
ない．刺戯部位と消化管運動との関係は消化時の場合

と同様であるが，機微時の場合にか込る結果を得る事

は消化時の場合の袋付けとして貴置なる事実である．

第4章末梢神経切断による実験

余は大片面皮質の電気的刺戯，化学的刺紋と交感神経，

副交感神経が如何に関与するかを知らんとして次の実

験を行った．即ち，迷走神経は家兎の~i部にて露出切

断し，副交感神経は梅原氏法によ り家兎脊部経由で横

隔股．直下にて切断した．

A 交感神経切断による実験

第12表家兎♀ 2.0kg No. 43 

刺戦前：問，小腸，盲腸運動は軽度で，共に癒着，浸

出液はなく，手切Eを認めず.NPち空腹時の胃
腸運動状態できbる．

(1）両側l大，小内臓神経を横隔膜直下tこて完全に切断，

胃，小腸，盲腸運動に共に充進する．

1分間嬬動回数 ：胃4回，小腸11回．

(2）左十字回の電気的剃裁（R.A.=75) 

直後：関小腸に軽い犠髭I；主＇!J.呼！！＆変化なし．
仕世

20 ；腎蟻動は急に強くなる Haustraは~んに動

き初める．

30；関，小腸種差動共に著明な充進あり．腸管の

緊張も允まる．

4.5・問，小腸，盲腸運動は共に一律に尤進する．

l 30；小腸，盲腸の緊強It.充まり， 盲腸嬬励は連

続的にF鼠くおこ乙．

3 0：胃は1分間寝動5回，小腸媒動13回．

4 0・胃臨動4聞で前よ り弱くなる。小腸は振子

運動をする．首腸嬬動は備強し．

5 0：閏濡動4回，小腸嬬動12回で弱くなる．

(3）左十字回， Oふ1グルタミシ酸ナトリウムO.OSc.c.

注入．

直 後：腎，小腸に軽い葉動あり．主主奇警なし．

30.胃，小腸穣動は強くなる．
舟秒

l 0：盲腸寝動強く，結腸Haustraも盛んになる．

l 30：胃臨動1分間6恒l，小腸犠動13回．

3 0：盲腸犠動強し，緊援も冗くなる．

4 0：小腸臨動は特に強くなι．
5 10；胃鴎動4回， 1J、腸は振子運動を行う．

6 0：胃に軽い犠動あり．小腸ft.振子運動をする．

(4）左構図の前部， 電気的刺戦（R人＝80)

直 後； I乎唆変化塗併な し．

40：急に胃鳴動，結腸Haustra運動が強くなる．

l 25：酢脇6回で皐縮強し，小腸の緊張も高〈

なり穣動13回．

5 30：小践の緊張ft.僅かに下：：..

6 0：胃，小腸に軽い濡1WJらり．

(5) 左手持回の中部， 0.SM グ！~ タミ Y酸ナ トリウム 0.05

c.c.注入．

50：胃，小腸は更に強い嬬動をおこす．腸管。

緊張ば全面的に充まる．

1 20：胃嬬勤6回で懇縮強し．小腸寝動14回で著

明なる嬬動充進あり．

2 25：胃，小腸嬬動は依然として強しHaustra運

動は弱くなる．

3 0：小腸運動は筒強く続く． 胃腸も緊張充まり

強い嬬動をおこす．

4 0：胃， 盲腸鳴動は強し．

5 0：小腸は振子運動をする．

(6) 両側鎖昔日迷走神経切断．

今までの胃，小腸， Haustra運動は次第に弱化して

軽い嬬動を行i
(7）左十字国の電気的刺験（R.A.=75)

直後：閏腸運動には全く影響なし．

5 0 ：最初より間，小腸運動は~らない．

B Ill交感神経切断による実験

第13表家兎合 l.7kg No. 38 

刺鉄前：胃に軽い曝動あり．小腸It.蝶動，振子運動を

行い， 癒r~， 浸出液なし．

(1）両側払部迷走神経切断．

直後より胃，小腸運動It.急に抑制され，殆んど静

止状態となり，時々小腸に振子運動を見るのみ．

(2）左十字聞の電気的刺鉄（R.A.=75) 
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3議：小腸は軽い振子運動のみで腸管の緊張は下
る．内容物のある音l；の腸管も静.tf-_

産持，呼吸変化なし，腸管蒼白なし．

2 30；小腸は時に振子運動をするが緊張は低下し

たま」呼吸教60.

3 0：小腸は軽い嬬動あり．

5 0：胃は最初より嬬動おこらず．

10 0：国，小腸運動は殆んど静止．のま入

(;3）右十字回， 0.5~1 グルタ；＇ :y酸ナトリウム 0.05c.c.

注入．

30：胃，小腸は停止する．腸管の賛血蒼白なし・

窪轡，呼吸変化なし．

3 30：宵，小腸運動は殆んど静止ーのま h

5 0：胃， 1J、腸には全く犠動なく，軽い振子運動

を行う．

仏）右衛回の前部，電気的刺裁（R.A.=80)

直後：胃小腸運動は静止のま λで腸管の蒼白な

し，窪続，呼吸変化なし．

30：静止せる小腸は軽い振子運動をする，呼吸

は速くなる．胃，胃腸鳴動ft起らない．

l 30：胃，小腸運動は殆んど静止する．心音は1

分間盟O，呼吸数40.

4 0：小腸運動は伺静止状態が続く．

5 0：慢に軽い嬬動らり．小腸は振子運動を行う．

(5）右手話回の中部， O.SMグ1iタミシ酸ナトリウム0.05

c.c.注入．

l 45：小腸は軽い振子運動をする．呼吸速し．

2 40；胃，小腸蟻動なし．呼吸数75.

3 30：小腸は初めて軽い篤動を初めた．

4 45；盲腸も初めて嬬動2回行う．

(6）左構図の中部， 0.5Mグルタミシ酸ナトりウム0.05

c.c.注入．

30；小腸運動は静止のま h 泣声をあげる．怒

蛾，腸管蒼白，呼疲変化共になし．

l 10：胃，小腸，盲腸運動は全くおこらない．

2 30；胃に軽い騒動おこる，小腸の緊張は低下し

たま～ 自腸漏動はたし．

5 20；閏，腸管の緊張は低下したま λで殆んど静

止状態にある．

(7）迷走神経切断の末梢断端部電気的刺戯（R.A.=75)

両側迷走神経共に刺段通電中は胃に軽い！感動，小

腸，盲腸ft共に活溌なる属動を起すも，離電後ft

再び抑制状態にかえる．

小括a：ー側の大，ノI、内臓神経を切断するときは一

般に胃腸運動は元進するも時に不変又は不明の状態を

-,j：す事がるる． 而し両側切断ft明らかに充進状態にな

るので大脳外表，帯回刺鉄によって益々著明なる消化

管運動尤進を全面的に見るに至る．一方，迷走神経両

側切断の場合は逆に胃腸運動は抑制状態に入る．か L

る場合，十字回，帯回の刺裁によっても直後より殆ん

ど消化管運動は静止．状態のま Lで全く刺獣効果を認め

ない．而しこ与に注意すべき点は副交感神経刺戟は胃

腸嬬動充進状態となるが，逆に交感神経j麻海でも同様

な結果が起るわけである．放にブミ，小内臓神経を両側

同時に完全に切断した後に大脳皮質刺戟を行うと胃腸

運動充進が認められるので恐らく之は迷走神経を介し

て行ばれているものであろうと推定される．

第5章総括的考察

家兎及獄ft.刺戟に或る点に於ては特異性を有してい

るけれども上記の結果は殆んど同一で，其の刺銭強度，

刺戟部位と胃腸運動との関係は第14表，第IS表に示す

通りである．大脳皮質電気的刺戟と開運動では①刺戟

強なれば全部抑制される．②刺戦中，弱では共に帯回

前部，中部及び海馬回にて著明なる胃嬬動充進を認め

た．その他の大ii函外表では如何なる部位でも余り影響

を認めなかった．之はBabkin(6）の報告と一致する．

構図後部は胃穣動抑制jを来すか又は影響なし前部前

頭領護部，眼宮固では殆んど影響はなかった．大日必皮

質電気的刺戟と腸運動との関係では①刺戟強では前部

前頭領，十字回，帯回前部，中部では抑制されるか又

は影響がない．前中心領より後部，帯回後部，前部前

頭領底部，限禽回，海馬回では常に朗らかに抑制され

る．②刺戦中等度では前部前頭領，十字回，稽回前部，

中部，海馬回では剰験後40～1分30秒の潜伏期で常に

明らかに著明な腸嬬動充進を認める．前中心領より後

部，前部前頭領底部，眼積回では殆んど腸嬬動には影

響なし只楕国後部では逆に抑制される．①剰銭弱で

は稽回前部，中部，海馬固に於ては屡々腸嬢動ブE進を来

す事が多いが，其他では余り変化を認めなかった．次

に大畑皮質に与えた化学的刺戦の結果を考察するに，

きちーの事実は皮質化学的刺裁によって起る妨！廠様症轡

は刺唱えに用いる物質の濃度の高い場合でこの濃度より

うすL、湯合に 胃腸運動に影響を与えると云う点でる

る.Jlf内， 大脳と胃運動に就てはグ・ルタミン酸ナトリ

ウム①2~1 , hrでは大，］国外表，待問， H副底部は総て宵
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~i.賛血蒼白となり，屡々強菌性及び再flf＼：性患壊を起し，

呼吸促進となり，常に抑制状態となる．依復までに5

～20分の長時間を用する事がタい．かくの如き抑制は

果して特別なる自律神経支配によるものか又は間代性

窪穆の二次的変化なるかは断定し難い．然るに胃腸の

運動刺戟の摂適濃度なる①0.5:.i では産主幹，呼~変化，

貧血蒼白（主1そくなく，帯回前音［＞，中部，海馬回では著

明なる腎嬬動充進百二七－i-.大＜i凶外表，得回後部，前部

前開領寝苦！＞.限積回では殆んど閏嬬動に対する話r化会
見ない③0.2:.iでii総てカ川.s.，，の場合と同機の結果を得

乙が，帯回自結［＞，中部では胃嬬動元進を認めるが， 時

に同に影仰を与えない事もある．其他の苦T市 t主常に胃

に変化を見合い．大脳の化学的刺戟と腸運動に就ては

強刺戟ろ①2.¥lでは胃の場合と同様に常に全宮崎管運動

ft抑制され，腸管の貧血蒼白，淫型軽をおこ し快復まで

に長時聞を要する．①h1では前部両日雇市孔十字回では

刺戦後には腸管の賛止蒼白を来し，稀Jてj唇穆を起す事

もあ乙ヵ：， 1分後には腸運動力：開始され， 1分30:f11,後～

よりは著明な乙賜·~.1;; lfoリj了i_: ;![r;_ lくす．前中心領より後部

では影糾なきか逆に抑制される．帯回， h色底部は何れ

も常：二時運動抑制lを来す．③0.5Mは環適濃度で完全な

る条件の下で運動青瓦察が可能となる．従って前部前頭

領，十字回，布団前音｜；，中部，海馬回では著明なる腸

運動了じ・II'壬午、仁而るに前中心領より後部，前部前頭

官ifjl暖音「h 限積回では腸管への影粋は殆んどなく， 只帯

国後部のみは抑制される点は興味ゐる事実でらる．＠

0.2~1 では帯回前部，中部，海馬固では賜嬬動完遂を来

第11,l<主大勝危気的刺殺と巨運動

＼ 制占b雌！！"fl I ! 
±l_o2~i·.JI亙一一下｜ 強 ' ’I• j 弱
大｜州側側｜ 一！土 ！ 土

持l十字凶I- ，土 i土
引す百店；：ーごっ~±一

帯 1~－竺l 一一±」 ＋
’I• 部ー 十 ； ・十

四 1~~1--=-1±i三一
一l前官前市有fl ,-- -' －－一ー
胞団--311_1一二 I -=1=. I －－~ -
：限協回 ｜ －！士 j 士

IB: ; i1；－ι川一一「↓－：－ι－
（設）：十五進士影1!'1＇なしー抑制

すが， 大脳外表，共他の苦！＞位では全く腸管への影響を

見なかった．伝i，他に「アスパラギン酸ナトリウム」

2.11, 1九f，つ.5日を使用するも大ii尚外表，帯回，脳底部に

於てt士会〈影響なきか叉は抑制される， nnち， S量体路
性物質は胃腸運動の化学的刺戟剤としては不通と思は

れる．

係11衣B 大勝電気的刺殺と腸運動

～～～～ 刺帆強皮｜ ｜ ｜ I ~員 ｜ 中 I U ~1！）札部f立 ～～ー－1 I 

た ｜間前側 ｜ 士 ｜ 十｜土

町 ｜十字回｜士 十｜士

引 前市五五Iτ1)I一三 ！－ι－！ 士
後 部 l I 

得｜前部｜士 ； ＋ I~ 
｜中 部｜ 士 ｜ ＋ ｜ ＋

恒ijI I i i後部 ！ - i 一士
前部前頭制

ム ！ 士 B 士
脳｜！哀 1¥1；二 一二一十一一

H良寓回 I- I士 l土
底｜ 一 ーで ｜ ｜ 
i!J 馬回｜ー｜十 I + 

的15ぷA 大脳化学的刺殺と官辺動

一一一 ＼刺放機皮｜ 2 " I 1 ¥! I 0.5M I 0.2川刺私f;M>i: 三＼～～J ｜ ｜ ｜ 

歩三
｜一部前頭飢｜ーで二戸f±
勝
十字国｜一｜一｜士 L土外

表 恥 l
1~ f司； l

格Z
前 部 I- : - I + I + 

部 I- 1-- 1 十 ｜ ＋
回

1~ 部！ - Iー｜士 ｜ 士

勝 底前部前頭部側！！ ー ｜！ ー ！｜ 士 lし一土一
良寓匝1I - I - I ± ~土

底
I I毎馬問I-I -I + i十
最近に至り，種々の化学的刺裁による運動現象観績

が盛んに行はれる様になった．特に窪務刺殺物質に関

する研究はE盗大生理林教授を中心と して多数の紫績が

発表せられている．自律神経系，即ち胃腸運動刺戟に

関して（仁慨に古くから研究はあるが電気的刺駄にt~ 
てのみ行いれてよた．電気的刺続と同じく化学的刺践

に於ても常にその刺鍛濃度が問題とな乙ヵ：，余は林救

援の所謂，グILタミ Y酸ナトリウムにて怒富殺を生ぜし



第15表B 大脳化学的刺殺と勝運動

~旦型空I 2 ll I iい0.5MI 
大｜前部前頭領｜ - I + I + I 
野｜十字回｜一｜十 ｜ ＋｜

表I:・1,,,, 

-;1＿前 割i〔工巳：E二［：王
中部I-・I -I + I + 
後部I-I -I -I 

勝 ！車部前頭謀l－ ｜ － ｜ 士 ｜
限寓回I-I -I土｜
海馬 ll!lI -I -I + I 
腸管運動の利根後時間的関係（附図 No.47) 

雲氏兎第47例の大脳皮質刺殺による腸管運動をグラ 7

に示すれば下の如〈なる．
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めない最大の刺戦効果をらげる漉度を最適として用い

たのでき）°9.電気的，化学的劇j戦の何れを聞はず，刺

駄がコたであれば胃腸運動は全く停止し，腸管の

血管縮小により著しL、貧血蒼白を来し，運動侠

復までに約20分乃至30分聞の長時間を要する

が，この時強直性又は間代性痘轡を伴い，時とし

て岨暢運動を生ぜしめるので窪績による二次的

現象であるE見られる．刺戦強度の弱い場合，

!;ipち大脳外表では効果のない時でも帯回前部，

中部では著明に胃腸曝動充進する..HPち帯回の

方が閏腸運動に対しては闘値が｛民い．化学的刺

載は一般にその用量は特別の影響を与えるもの
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聞を長くするに過ぎない．叉， 胃腸運動調始までの潜

伏期は電気的，化学的側般により各々少しの差異はあ

るが3分前後にて初まり約5分間の持続時聞がある．

次に稽回前音f>より更に前方の刺殺は呼吸，血圧，四肢

運動に特有なる変化を来す．阿部位は神島細胞学的に

色々異った細胞の混在ーするためで電気的刺戦は其等の

全部を刺銭するが，化学的利吸は其等の中の納胞の一

つ， 一つに作用するので化学剤により各々異った特·~

反Jc：；をなすのでその分析法に関しては非常に閤難で今
後。附題に待つべきものであろう．

〔大脳皮質刺級による腸管迩謝像診〕

家兎 会2.0g No. 47 

右十字回の電気（19京！被（R.人写75)

事lj i殺前

．シJ、勝以秘い銀子運動，百腸，紡腸は車Eい嬬動運動を

Lしている．

］ 分後

プr上抗1：にJ~える 1） 、 IJ易 l;l: ：比例すよる嬬切11;\:ill.を認め， 腸

t・1の 緊虫iも1i；まり，Yfll易の牧紡は強〈なり，紡腸は
京iiiの幻，，'f;Jri'i:l-l主のため1l!i：会：タトにかく れる．
メ.＼＇｛／ 何l•I• ;'¥1;, o. s~， グル タミン目立ナトリウム 0.0Sc.c.

i'I：入．

30 ;rJ; rrc 
小腸は念に事耳切なる嬬動充主主を来し，緊張も充まP
明らかに内容物の沼過を認める．盲腸の牧草自も強｛，



犬猫及質刺戟による胃腸運動に関する実験自噺究

著明なる嬬動先進あり．

2ラi30秒 後

1i、腸は腸管全体が共に選：明なる分節運動と変P盲腸
は強い~縮輸を見る．

P前吾~）油田

中手~J 『

〔電気的，化学的刺織による腸運動との関係j

従 ；（・点の部） 腸迩動充進

(x点の部） l揚迩動抑制
（無色の有~i) 腸迩動に移容なし

［紘Al;滑走体側）〕

｛稲~~脅伝来1別配〕
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